
2025～2026年度

滝川ロータリークラブ

会長　　髙橋　賢司

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より
■ 例会場：ホテル三浦華園
■ 住　所：滝川市花月町1-2-26
■ 電　話：(0125)-22-3344
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755
■ メール：takikawarc@gmail.com
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告（山本 充 幹事）
①今月のロータリーレートは1ドル＝149円です　②今月の祝福・

友誌紹介は8/21に　③事務局13～15、20日は休みです

創立記念例会懇親会

食事は趣向を変えビュッフェ方式。余興は懐かしの千本くじ♪

Ｒａｙ－Ｂａｎのサングラスがキマっている上田ソングリーダー

【創立記念例会】講師：藤井謙和会員　
【親睦活動委員会担当例会】

あと数年で70周年を迎える

滝川ロータリークラブです

が、会員の一番先輩は渡邉

恭久パストガバナーで、私

自身も三番手になってしま

いました。入会した当時は

非常に厳しい会で、会場に

入ると、先輩方一人一人に

会釈をして回り、早く来て

お茶を汲んでご飯をよそって待っていました。早退する時はＳＡ

Ａに許可を取って退席する。そのような雰囲気の中、出席率は非

常に高く、テーブルで欠席した者は次の例会にはなかなか来づら

い状況でした。また、一番嫌なことは派閥があったことです。当

時は選挙もあり、派閥ができていました。それも時代と共になく

なり、今では和やかに例会が進められていると思います。時代が

変わり、入会者の職業も変わり、ただ出席率にこだわるのではな

く、仕事優先で出られる時には出て、出られない時はしょうがな

い。若い人も年寄りも平等に、例会に来て、4つのテストを読み

上げ（柳会員が曲を付け、滝川ではロータリーソングとなりまし

た）、ロータリーソングを歌い、一緒に食事をし、若い人は年寄

りのことを思いやり、年寄りは若い人の考えを知って若い人を思

いやる。それで良いと思います。滝川ロータリークラブは第2510

地区においても人数の多い優秀なクラブです。これからも皆に入

っていただける素晴らしい会であり続けて欲しいと願います。

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

髙橋賢司Ｍ,畠山かおる,山本充,安達晃幸,芦﨑利弘,池田吉隆

井上要,上田秀司,浮田優,浦川学央,奥山かおる,河戸三千之

川口裕史,川西康弘,神部志乃信,神部俊克,熊谷美由紀,近藤正孝

佐伯敏和,桜井寿紀,篠島弘Ｌ,篠島由一,清水計至Ｍ,清水剛

鈴木忠男,高山訓正,竹田行宏,田中靖士,田端千裕Ｍ,丹芳男

東藤和男,土佐文平,中島純一,西川雅浩,西田浩二,深澤和範

藤井謙和,星野秀人,前谷尚武,宮崎英彰,向井由延,村田雅彦

柳清二,山岸穰,山口清悦,山口惠子,山崎修,山西秀美,山本康文

鷲尾昌法,渡辺浩司,渡邉要一郎,阪井和子（合計は右に記載→）

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和7年08月08日

出席報告　　　8月7日

会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

82名 0名 6名 58名 24名 77%

■ﾒｲｸｱｯﾌﾟ： 8/4 指名委員会（14名）、8/5 理事会（12名）

【 今週の寄付 】（敬称略）

◆米山： 上田秀司、川西康弘、土佐文平、庭野義弘

（本日合計60,000円／累計441,000円）

◆財団： 上田秀司、川西康弘、土佐文平、庭野義弘

（本日合計87,000円／累計590,005円）

◆ニコニコＢＯＸ

（本日合計142,000円／累計458,000円）

第3460回　例会報告　令和7年8月7日（木）

会長挨拶
創立記念例会にご出席いただきありがとうございます。後ほど第65代会長の藤井会員から卓話をしていただくこ

とになっており、非常に楽しみにしております。藤井会員、宜しくお願いいたします。

さて、当クラブが創立した昭和33年は、昭和30年からの高度経済成長の真っただ中でしたが、滝川町はどん底で

した。戦時下の軍需産業として石炭から石油を作る、2000人規模の東洋ーの大規模化学工場である人造石油会社

が戦後、民間の化学工場として継続されましたが倒産し、昭和31年から39年まで滝川町は財政再建団体でした。

まちの経済･行政も非常に厳しい時代が続きましたが、市制施行を目指すことで、まちの一体感を生み、再生の

道を歩み、まちを上げてその後北電火力発電所、陸上自衛隊駐屯地の企業誘致に成功し、人口が急増し、昭和33

年7月に市政施行を果たし、ロータリーもその流れに乗って8月16日創立にこぎつけた激動の年であります。そう

いった歴史があるからこそ今があると思います。先達の苦労･思いを受け止め、畏敬の念を持ち続けることが必

要ではないかと思いますし、そのことを忘れず、クラブ運営に当たる必要があると思っております。


